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「 本 紀 」 の 用 語 と 神 々 の 名 前 は 『 旧 事

紀 』 （ 『 先 代 旧 事 本 紀 』 、 九 世 紀 頃 成 立 ） に

類 似 す る が 、 『 旧 事 紀 』 の 写 し で は な い 。

『 大 成 経 』 巻 一 〜 三 は そ れ ぞ れ 「 神 代 本

紀 」 「 先 天 本 紀 」 「 陰 陽 本 紀 」 と 題 さ れ 、

一 方 『 旧 事 紀 』 の 第 一 巻 は 「 神 代 本 紀 」

と 「 陰 陽 本 紀 」 か ら 成 る 。 両 書 は 似 て は

い る が 、 同 じ で は な い 。

『 大 成 経 』 と 『 旧 事 紀 』 に お い て 、 世

界 で 最 初 に 化 生 す る 神 は 「 天 讓 日 天

狹 霧 國 禪 月 國 狹 霧 尊 」 （ 『 旧 事 紀 』 ） ま た

は 「 天 祖 天 讓 日 天 先 霧 地 讓 月 地 先 霧 皇

尊 」 （ 『 大 成 経 』 ） と 呼 ば れ て い る 。 大 同

小 異 だ が 、 『 旧 事 紀 』 で は 神 の 化 生 の 前

に 「 元 氣 渾 沌 、 天 地 未 割 。 猶 雞 卵 子 、 溟

涬 含 芽 」 と い う ふ う に 、 宇 宙 の 起 源 を

先 に 語 る 。 『 大 成 経 』 に は そ の 記 述 は 無

く 、 正 編 冒 頭 の 「 神 代 本 紀 」 は 、 い き な

り 無
ア レ マ ス ハ ジ メ ナ キ ア マ ツ カ ミ

生 始 天 神 の 神 の 説 明 か ら 始 ま る 。

そ の 神 名 は 上 述 の と お り で 、 「 天
ア メ ノ ミ ヲ ヤ
祖 」 が

接 頭 さ れ て い る 。 こ の 「 無 生 始 天 神 」

（ 別 に 「 天 祖 太
オ ホ ン カ ミ
神 尊 」 と も ） の 数 行 の 描 写

は 「 虚
ミ ソ ラ
莫 ノ 極
ア ヒ ダ

ニ 座
マ

シ 、 玅
タ ヘ サ ダ マ リ
定 ノ ニ 立
タ

チ 、

先
サ キ

ツ 物
モ ノ

、 有
ア

ル コ ト 無
ナ

ク 、 之
コ レ

ヲ 主
ツ カ サ ド

ラ ズ ト

云 フ 無 シ 」 と い う 文 章 で 終 わ る 。

二 、 宋 学 批 判

『 大 成 経 』 の 、 神 以 前 に 存 在 し た 「 元

一 、 『 大 成 経 』 と 『 旧 事 紀 』

『 大 成 経 』 （ 『 先 代 旧 事 本 紀 大 成 経 』 、 十 七

世 紀 中 頃 成 立 ） は 、 神 代 か ら 聖 徳 太 子 の

時 代 ま で の 日 本 の 歴 史 を 語 る 、 漢 文 体 で

書 か れ た 七 十 二 巻 の 厚 い 本 だ 。 全 体 は 正

編 三 十 八 巻 （ 十 四 本 紀 ） と 、 雑 部 （ 副 部 ）

三 十 四 巻 （ 十 四 本 紀 ） か ら 成 る 。 正 編 は

さ ら に 、 「 神 代 紀 」 （ 十 六 巻 ・ 十 本 紀 ） と

「 皇 代 紀 」 （ 二 十 二 巻 ・ 四 本 紀 ） に 分 け ら れ

る 。 「 雑 部 」 は 名 前 の 通 り 、 内 容 が 様 々

だ 。 用 語 も 構 成 も 中 国 の 正 史 の 「 紀 伝

体 」 を 思 わ せ る も の で 、 日 本 の 史 書 の 中

で は 珍 し い 。

気 」 を 否 定 し 、 我 流 の 神 話 を 作 成 す る 意

図 は 明 ら か だ が 、 ど う 理 解 す べ き だ ろ う 。

回 答 す る た め に は 、 ま ず 『 大 成 経 』 成 立

時 の 状 況 を 見 る 必 要 が あ る 。 『 大 成 経 』

は 自 ら 、 聖 徳 太 子 （ 五 七 四 〜 六 二 二 ） の 作

と 称 す る も の の 、 事 実 で は な い 。 古 代 の

テ キ ス ト で は な く 、 十 七 世 紀 の 偽 作 で 、

一 六 七 〇 年 か ら 一 六 七 九 年 の 間 に 部 分 的

に 刊 行 さ れ 、 初 め て 世 に 現 れ た の で あ る 。

ど ん な 意 図 で 作 成 さ れ た か と 言 う と 、 基

本 的 に は 日 本 の 神 道 の 真 実 性 や 優 越 性 を 、

中 国 由 来 の 儒 教 と 仏 教 に 対 し て 主 張 す る

こ と だ っ た 。 た だ し 名 目 上 は 聖 徳 太 子 の

作 な の で 、 そ の 後 の 出 来 事 に 言 及 す る こ

と は 許 さ れ て い な か っ た 。 古 代 の 儒 学 に

言 及 す る こ と は 可 能 だ が 、 後 代 に 成 立 し

た 宋 学 （ 朱 子 学 な ど ） を 扱 う こ と は 出 来

な い 。 だ か ら 、 『 旧 事 紀 』 や 『 日 本 書 紀 』

に 見 ら れ る よ う な 、 古 代 中 国 の 宇 宙 論 と

の 違 い に 言 及 す る も の の 、 本 当 の 狙 い は

近 世 の 日 本 で 弘 ま り つ つ あ っ た 宋 学 だ っ

た 。 結 果 と し て そ れ は 間 接 的 に 行 わ れ て 、

宋 学 そ の も の を 取 り 上 げ る こ と は で き な

か っ た 。

な お 、 こ の 「 隠 れ た 」 宋 学 批 判 の 中 で

は 、 「 神 」 の 観 念 に 対 す る 批 判 が 中 心 的

な 役 割 を 演 じ て い る 。 つ ま り 、 中 国 で は

神 を 死 ん だ 人 の 気 で あ る と す る の に 対 し 、

日 本 で は 神 が 生 き て お り 、 個 性 を 有 し 実

存 す る 存 在 で あ る 、 と い う こ と が 度 々 強

調 さ れ る 。 良 い 例 と し て 、 朝 鮮 人 の 儒 者

た る 王
わ

仁
に

と 菟
う

道
じ

郎 子 太 子 と の 討 論 が 挙 げ

ら れ る （ 第 四 十 四 巻 「 経 教 本 紀 下 之 下 」 ） 。

三 、 乏 し い 研 究 蓄 積

出 版 歴 や 残 存 部 数 の よ う な 書 誌 学 的 証

拠 に よ っ て 見 れ ば 、 『 大 成 経 』 は 人 気 が

あ っ た 。 一 六 七 〇 〜 一 六 七 九 年 の 間 に 、

何 回 か 部 分 的 に 印 刷 さ れ た 。 一 六 七 〇 年

の 初 版 は 、 所 謂 「 鷦
さ ゝ き
鷯 傳 」 で あ る 。 三 十

一 巻 の 木 活 字 版 で 、 「 帝 皇 本 紀 下 下 」 で

終 わ る
（（（

。 二 回 目 の 印 刷 は 一 六 七 九 年 の も

の で 、 今 度 は 整 版 本 で あ る 。 「 聖 皇 本 紀 」

も 含 み 、 三 十 八 巻 な ら び に 目 録 と 序 文

（ 各 一 巻 ） を 数 え る 。 序 文 の 刊 記 に 依 る と 、

延 宝 七 年 （ 一 六 七 九 ） に 印 刷 さ れ 、 本 屋

は 「 江 戸 室 町 三 丁 目 戸 島 愡 兵 衛 」 で あ る 。

残 り の 三 十 九 巻 〜 七 十 二 巻 は 写 本 で し か

伝 わ っ て い な い
（（（

。 こ の 外 、 一 六 七 〇 年 か

ら 一 六 七 九 年 ま で に 「 憲 法 本 紀 」 （ 第 七

十 巻 ） 、 「 宗 徳 経 」 （ 第 三 十 九 巻 ） 、 「 神 教 経 」

（ 第 四 十 巻 ） 、 そ の 後 は 「 礼 綱 本 紀 」 （ 第 五

十 七 〜 六 十 巻 ） が 個 別 に 印 刷 さ れ た 。 こ

う し た 部 分 的 な 刊 行 は 明 治 初 期 ま で 続 い

た 。 殊 に 人 気 が あ っ た の は 、 「 未 然 本 紀 」

（ 第 六 十 九 巻 ） と 「 憲 法 本 紀 」 で あ っ た 。

「 正 編 」 が 全 体 と し て 再 版 さ れ な か っ

た の は 、 一 六 八 一 年 に 『 大 成 経 』 が 幕 府

に 禁 じ ら れ た か ら だ 。 伊 勢 神 宮 の 禰 宜 が 、

『 大 成 経 』 に よ る と 天 照 大 神 が 天 下 り し

た 先 は 内 宮 で は な く 伊
い

雑
ざ わ の

宮
み や

だ と 書 い て

あ る こ と に 気 づ き 、 大 い に 怒 っ た 。 朝 廷

経 由 に 幕 府 に 訴 え た の で 、 幕 府 は 止 む を

得 ず 同 年 に 書 付 を 出 し て 、 『 大 成 経 』 を

焚 書 の 対 象 と し た と い う 。 そ の 二 年 後 に

は 、 版 木 を 燃 や す べ き だ と い う 命 令 も 出

『 大 成 経 』 研 究 の す ゝ め

Ｗ ・ Ｊ ・ ボ ー ト
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は 禁 書 に な っ て い た こ と で あ る 。 本 当 に

作 っ た 人 た ち が 世 に 出 て 、 「 実 は 『 大 成

経 』 は 私 た ち が 作 っ た 」 と 告 白 （ 自 慢 ？ ）

す る こ と は 期 待 で き な か っ た 。 そ れ で

も 、 頻 繁 に 浮 か ん で く る 名 前 は 京 極 内 蔵

助 、 忌 部 丹 斎 、 長 （ 永 ） 野 采 女 （ 一 六 一

六 〜 一 六 八 七 ） 、 潮 音 道 海 （ 一 六 二 八 〜 一 六

九 五 ） の 四 名 で あ る 。 『 大 成 経 』 へ の 関

与 が 確 実 な の は 黄 檗 僧 の 潮 音 道 海 だ け だ

が 、 彼 は 執 筆 に 参 加 し た の で は な く 、 一

六 七 九 年 の 刊 行 に 寄 与 し た ま で の こ と

だ っ た 。 彼 は 『 大 成 経 』 が 禁 書 に な っ た

後 も 、 著 作 に 『 大 成 経 』 を 引 用 し た り し 、

そ の 一 部 を 敢 え て 刊 行 さ せ た
（（（

。 ど う も 本

当 に 、 『 大 成 経 』 は 聖 徳 太 子 の 著 作 と 信

じ て い た よ う だ 。

他 の 三 人 は 、 長 野 采 女 だ け は 伝 記 が あ

り 、 生 年 月 日 が 分 か る 。 『 長 野 采 女 在 原

吉 門 先 生 行 業 記 』 を 執 筆 し た の は 弟 子 の

仙 嶺 で 、 後 年 、 采 女 に 師 事 し て 一 緒 に 行

動 し た よ う だ 。 た だ し 、 伝 記 に 書 い て あ

る こ と は 何 一 つ 他 の 資 料 か ら 裏 付 け ら れ

な い し 、 采 女 の 著 書 と さ れ る も の は 一 つ

も な い 。 一 方 、 潮 音 が 、 自 分 が 『 大 成

経 』 を 知 る よ う に な っ た 経 緯 を 語 る 随 筆

の 一 章 （ 「 要 伝 神 道
（（（

」 ） で は 、 長 野 采 女 の

重 要 な 役 割 を 強 調 す る 。 し か し 、 長 野 の

伝 記 に は 、 相 当 す る 記 事 は 存 在 し な い 。

「 鷦 鷯 傳 」 の 木 活 字 版 を 印 刷 さ せ た の

は 京 極 内 蔵 助 と な っ て い る が 、 同 書 の 跋

を 見 れ ば 、 そ の 末 尾 の 名 前 は 「 八 雲 軒 住

央 命 ／ 源 朝 臣 能 門 」 だ 。 系 図 も 付 い て い

る が 、 途 中 か ら 通 例 の 京 極 家 の 系 図 と は

合 わ な く な る の で 、 信 憑 性 が 薄 い 。 京 極

の 名 で も 源 能 門 の 名 で も 、 他 の 資 料 か ら

は 同 一 人 物 ら し い 者 は 浮 か ん で こ な い 。

残 っ た 忌 部 丹 斎 も 詳 細 が 分 か ら な い 。

別 名 は 出 口 市 正 で 、 伊 雑 宮 の 神 主 家 の 出

で あ っ て 、 伊 雑 宮 の 旧 領 返 還 を 果 た す た

め 、 寛 永 の 頃 に 江 戸 に 出 て 徳 川 家 光 に 訴

え る た め 『 大 成 経 』 の 写 本 を 献 上 し た が 、

家 光 が 林 羅 山 に 意 見 を 求 め 、 羅 山 が 偽 作

と 判 定 し た た め 、 そ の 『 大 成 経 』 を 返 さ

れ た 。 丹 斎 は 怒 り の 余 り 、 同 書 を 燃 や し

し た ら し い 。

以 上 で 分 か る よ う に 、 『 大 成 経 』 は

色 々 な 角 度 か ら 研 究 す る こ と が で き る 。

近 世 中 期 の 儒 仏 神 の 論 争 の 中 で 、 そ の 神

道 説 に 注 目 す る と い う 近 世 思 想 史 的 関 心

か ら の ア プ ロ ー チ が 可 能 で あ る 。 一 方 、

諸 本 を 比 較 し て 原 本 を 復 元 し よ う と す る

文 献 学 的 ア プ ロ ー チ も 、 古 代 ・ 中 世 の 史

書 や 神 道 書 と 比 較 し 変 遷 を 辿 る 思 想 展 開

に 注 目 す る 研 究 も あ り 得 る だ ろ う 。 あ る

い は 、 そ の 後 の 日 本 の 思 想 と 文 学 に 与 え

た 影 響 を 対 象 と す る 受 容 史 の 研 究 も 面 白

い 主 題 で あ る 。 残 念 な が ら 、 こ れ ら は ま

だ 殆 ど 着 手 さ れ て い な い 。

四 、 作 者 を め ぐ っ て

現 代 の 『 大 成 経 』 研 究 は 、 誰 が 『 大 成

経 』 を 作 っ た か 、 と い う 関 心 に 集 中 し が

ち で あ る が 、 諸 説 は あ っ て も 確 証 は な

い 。 理 由 は 以 上 の 説 明 か ら も 分 か る だ ろ

う 。 第 一 の 理 由 は 、 『 大 成 経 』 が 名 目 上 、

聖 徳 太 子 の 作 で あ っ た こ と 、 第 二 の 理 由

て 自 殺 し た 、 と い う
（（（

。 山 鹿 素 行 に 「 根 本

宗 元 」 神 道 と 忌 部 神 道 の 口 訣 を 「 残 ら

ず 」 伝 授 し た 、 広 田 坦 斎 と 同 一 人 物 と い

う 説 も あ る が
（（（

、 こ れ も 憶 測 の 領 域 を 出 な

い 。
五 、 深 ま る 謎

江 戸 時 代 に は 誰 が 書 い た か よ り 、 い

つ 、 ど の 写 本 が 公 と な っ た か 、 と い う こ

と が 問 題 に さ れ た 。 『 大 成 経 』 の 推 古 天

皇 の 序 に 依 れ ば 、 『 大 成 経 』 の 三 つ の コ

ピ ー が 五
イ ソ ノ ス ズ ノ ミ ヤ

十 鈴 宮 と 大 三 輪 宮 と 四 天 王 寺 の

三 ヶ 所 に 預 け ら れ た 、 と い う
（（（

。 一 方 、 依

田 貞 鎮 （ 徧 無 為
（（（

、 一 六 八 一 〜 一 七 六 四 ） は

鷦 鷯 本 と 高 野 本 と 長 野 本 の 三 本 を 区 別 し
（（（

、

「 長 野 家 の 言 い 伝 え に 依 っ て 」 潮 音 が 印

刷 さ せ た の は 高 野 本 だ っ た 、 と 記 す
（（1（

。 鷦

鷯 本 （ 三 十 巻 ） は 京 極 内 蔵 助 と い う 者 が

木 活 字 版 で 出 し 、 長 野 本 は 元 々 伊
い

雑
ざ わ の

宮
み や

（ ＝ 五 十 鈴 宮 ） の 所 有 物 で 長 野 家 に 伝 わ り 、

潮 音 は 采 女 に 灌 伝 を 受 け た 後 に し か 手 に

入 れ ら れ ず 、 そ の 後 に 潮 音 の 門 人 某 が 印

刷 し た 、 と も い う
（（1（

。 こ れ ら も 確 実 な 裏 付

け は な い 。

書 き 連 ね れ ば 連 ね る ほ ど 、 『 大 成 経 』

は 謎 が 多 い テ キ ス ト で あ る 。 是 非 と も 多

く の 方 が 研 究 に 加 わ る よ う 、 お 勧 め し た

い 。
注

（ 1 ） 　 木 活 字 版 は 九 部 残 存 す る 。 宮 東 齋 臣

編 、 『 鷦 鷯 伝 先 代 旧 事 本 紀 大 成 経 』 （ 聚 文

社 、 一 九 八 一 年 ） と い う 現 代 版 も あ る 。

同 書 は 翻 刻 だ け で な く 、 木 活 字 版 の 写 真

も 各 巻 の 最 後 に 付 け て あ る の で 大 い に 参

考 に な る 。

（ 2 ） 　 簡 単 に ア ク セ ス で き る も の と し て 、

内 閣 文 庫 所 蔵 本 が あ る （ 版 本 と 写 本 の 両

方 を 含 む ） 。 五 九 冊 の 一 部 で 、 請 求 番 号

は 一 四 三 ― 四 五 三 で あ る 。 な お 、 小 笠 原

春 夫 が 全 巻 を 翻 刻 し て 一 九 九 九 年 に 四 冊

本 と し て 「 続 神 道 体 系 ： 論 説 編 」 に 表 わ

し た 。 た だ し 小 笠 原 は 、 内 閣 文 庫 本 と は

違 う 、 全 巻 写 本 の テ キ ス ト （ 武 田 本 ） を

底 本 と し た 。

（ 3 ） 　 『 扶 桑 三 道 権 輿 録 』 （ 二 巻 、 一 冊 ） は

元 禄 七 年 日 付 の 自 序 は あ る が 、 本 屋 の 刊

記 は な い 。 『 大 成 経 』 か ら の 長 い 引 用 と

潮 音 の 「 評 」 か ら な る 。 潮 音 の 『 扶 桑 護

仏 神 論 』 （ 写 本 、 一 冊 ） は 自 序 の 年 記 が

貞 享 四 年 な の で 禁 書 後 の 著 書 だ が 、 こ れ

も 『 大 成 経 』 の 引 用 が 多 く て 長 い 。

（ 4 ） 　 『 指 月 夜 話 』 六 （ 写 本 ） 。 佐 藤 俊 晃

「 潮 音 道 海 の 神 国 意 識 ― 『 先 代 旧 事 本 紀

大 成 経 』 と の 出 会 前 後 」 （ 『 印 度 学 仏 教 学

研 究 』 五 〇 ― 二 、 二 〇 〇 二 年 ） 七 〇 九 ―

七 一 三 頁 参 照 。

（ 5 ） 　 『 扶 桑 護 仏 神 論 』 巻 一 第 二 四 丁 裏 〜

二 五 丁 表 、 な ら び に 三 田 村 鳶 魚 「 大 成 経

学 の 伝 統 」 （ 『 大 日 』 二 三 九 、 一 九 四 一

年 ） 二 六 ― 三 一 頁 を 参 照 。

（ 6 ） 　 坦 斎 は 『 配 所 残 筆 』 に 名 が 見 え る 。

『 山 鹿 素 行 』 〈 日 本 思 想 体 系 三 二 〉 （ 岩 波

書 店 、 一 九 七 〇 年 ） 三 二 〇 頁 を 参 照 。

（ 7 ） 　 『 大 成 経 』 （ 版 本 ） 「 序 」 一 六 丁 裏 〜

一 七 丁 表 を 参 照 。

（ 8 ） 　 依 田 貞 鎮 は 神 道 と 仏 教 を 学 び 、 江 戸

谷 中 で 塾 を 開 い て 、 神 道 を 教 え る 。 特 に

『 大 成 経 』 を 詳 し く 研 究 し て 、 注 釈 等 も

少 な か ら ず 著 し た 。

（ 9 ） 　 『 大 成 経 来 由 』 （ 内 閣 文 庫 所 蔵 写 本 、

請 求 記 号 一 四 三 ― 四 八 六 ） の デ ジ タ ル コ

ピ ー の 第 三 六 コ マ を 参 照 。 河 野 省 三 『 旧

事 大 成 経 に 関 す る 研 究 』 （ 非 売 品 、 一 九

五 二 年 ） 一 〇 九 ― 一 三 〇 頁 に 他 の 写 本
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Ⅱ
　『
大
成
経
』
と
秘
伝
の
世
界

（ 『 大 成 経 来 由 記 』 ） を 翻 刻 し た テ キ ス ト

が あ る 。

（ 10 ） 　 「 長 野 家 ノ 説 ニ 、 高 野 本 ハ 、 潮 音 是

ヲ 得 テ 印 行 ス 」 と い う 文 章 は 内 閣 文 庫 本

に は な く 、 注 9 河 野 前 掲 書 、 一 二 八 頁 で

引 用 さ れ る 写 本 に 基 づ く 。

（ 11 ） 　 注 9 河 野 前 掲 書 、 一 七 、 一 二 八 頁 を

参 照 。
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